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Abstract We repol・t four cas°s using orthodontic treatment together with dental叫>lant treatment against congenital

penllaiient teeth defects, wllich case showed a good postoperative course.

Cこise 1: A 13-years-o一d female was referred to our llospital in October. She started ortllodontics treatment in November.

Thereafter, she ii叫anted fixture agaiilst congenital tooth defect of ¥Z_ after山ree years (1 7y), and congenital tooth defect of

可すa鮎r three years and two months.

Case 2: A 13-years-old feillale was reierred to our hospital in Mとirch. She started orthodontics lre'atment. Thereafter, she

implanted fixture ag'ainst congenital to0日i defect of呈l呈after three years and two months ( 1 6y).

Case 3: A 8-years-okl female was referred to our hospilal in June. She started orthodolllies ireatillent in Nove111ber. Thereiifter,

she impl細ted fixture against congenital to0日目letect of恒~王l鮎r sixteen years (24y).

Case 4: A 23-years-old female wとis referred to our hospilal in APril. Slle started orthodontics treatment in May- TherC.liter.、 she

implanted fixture against collgenital looth detect of博一'after one year and eight nlonths (26y).

CollCIusion: Denial implant treatment against con押lital permanent teeth defects cail becc一me one of the big choices as we】l as

bridge and partial denture.

Keylvorcl congenital permaneilt teetll detects, dental illlplant, orthodontics irealmenl
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インプラントの予知性が飛躍的に痛くなった現在では、

先天性欠掴部のスペースを正常な広さに回復して.先

天性欠如部位にインプラントを職人する選択肢が加わ

り、インプラントの治療計画を撹示することが求めら

れる時代になってきた[3-6]。いずれの方法を選択する

かは個々の症例に-よるが.本質的には本魂あるべき歯

数が捕った方が良好な噴合関係が得られると思われる。

また,波辺[7]が述べるように.残存する天然牌に喫合

力が典中することを回避するため.インプラントを植

立して噴合改再を図る必要があると考えられる。

矯正治療を成功に導<ためには.綿山[8]が指摘す

るように. ①スペースの1削累. ②干渉の除去、 ③糊定

脱の棚保の3要窮が盈聾であるものの.成人の偶正治

療においては、胎周柄や不良榊織物などの問題が複雑

に交錯し.若年者に比べて圃雑である.しかし、症例

4　のように、成人における歯科柄正治臓後のインプラ

ント治療に際しては、幽周病がコントロールされ.口

腔内の坤機(必要な値飽処際および保存地艇を終了し

ていることや手術部位の骨,幽wおよび粘順が健康で

あることなど)が担えば、インプラント治療を間始す

ることがTIT能であるq

これに対して.若年者すなわち、成艮州の患&・にイ

ンプラント職人することについてはtW諭のあるところ

であるが、先帝期の散骨にインプラントを職人するこ

とは可能な限り匝Ij腔すべきと考えられるq　潜to拝の胞

料璃rE治療は、成品川に治癖が終丁する煉例も多いた

め.船科鯛iE治頒終了粒後にはインフラントを槻人せ

ずに.成長州が過ぎるまで待つのが理想と脅えられる。

従って、幽科綿正治癖を終え.保ife別間を綴てインプ

ラント治療が可能になるまでの間,いかに地帯に色相

にならないようにインプラントの槻人スペースを確保

しながら.経過触額を行っていくかが大きなポイント

であるD　痴;:例2では.インプラントをm人するにあた

-..-t 、」>乙立」iiJ2.'呈しいr‖!!]7日・ソIjを淡r<して!6 Ifq:E

で納過観鰯をしながら待機したO

また. I'+too火fflを良相川r川*mLたためL-_、憐ftl'+"l<A>

IK職間に及ぶ欠mfitiへの齢仙傾斜や糾合胸の何部化へ

の挺111を紹める*k例も多いu fン7ラント治鵬を桝,rさ

とした・喝fHま. (二. 7ラントIU.人l)i[i'.H川LIIJ-)蛙Il三・ヾ lit

目したtoo川:.トなどの叩Nil職H三治蛸が必ffiト=J/Jlとな

る例を多く見かける。インプラントoo#Ji!は,僻抽附

L/Jll相川'・)な剛仙に伸一r)一ternした峻別二よるU)で. Id捕

的な止欄からの治療をj睦めるべきであろう。

・';c!1. Y;'']蝣蝣tT　　・I<こ' 1'ニ)->　卜I'll人l:1‥　け

U:)状態も瑞く、また.先人性'K411if)ために'I-じた刊的

胎刈・-iteと(AJf-iF.崎糾二対してhWfミl欄11一桁糠により.

攻櫨Lた峰台を碓促したい.で(二. )-')ニトflH人ができ

yJt-め、 (ニソうニートい1去　P4'>i-r寸l-J!r//るt.O)上

推察される。

また、症例l. 2. 3のように、若年者におけるイン

プラント治療を予慶した歯科噂iE治療症例においては、

飽科塀正治療種過中にインプラントを職人しておけば.

齢n璃iEtt思除Ji・土同時に-,)ぐに二次*fB. J:眺哨A

作製へと治療を進めることができることから、治療期

間が短縮でき.また、後戻りの防止、噴食の安定化な

ど歯科鯛正治療後の保定ともなり、患者にとって有益

であると寄えられる、この3名の患・削ま比蛇的普く、

インプラント補綴の艮州安定が響決される症例であり、

今後も患者の理解と協ノJを得て長期に経って経過観察

を行っていく予定であるq

以上のように、今後さらに鯛正治療におけるインプ

ラントの役割は盛更になり、骨格形態をしっかり把掘

した上で、槻人用鳩を見機め、インプラントを選択す

る必磐がある。

さらにI欠抽1インプラントの概念が捜述するなか,

完全な幽細別インプラントの開発も期待されるところ

であろう。

今後は本システムをさらに中川JL.油椀¥ru:.茸録さ

れた鳩正Lgによる鯛正治癖,インプラント雌人の外科

処概に関しては当院胎科し川賀外科を行うというそれぞ

れの分野の畔Pl仲を描かした包括的な冶鵬を向上させ

ていきたいと卑えている。

結語

・hIlhJlLLI. 'k Xi'+i'七人性クミ/.-Hi-Ill Lてmf:ハ璃Il-tfi

療後.あるいは繍刑場rri的槻坤にイ}プラントを用い

て肺FrJと唆合のInlf一鎚を行い出好な糾.過を得た4例を経

験した。永久肺の地利IJ三欠如に対するインプラント治

療は.

山城!r永久lサ蝣、J川虫汗'JvHk中を卜川盲で.* '<蝣>. 12個fl

鳩il一打tsttt齢l<'.-. r二. I-I二・・トを叩人~りJ ijr. i'ff'1'璃

LEv<ni;翁去三二Y.III.'HV　でt'' ‥kTi|:i、上郡WiSII三Wへ

と約1伽を進めることもでき、晴糠1州Il]/;<fc欄;できYja

長州人した( :・・ -) ~lニ・ト/;fiサi日掛l-ffr舶な>>'fiS'L<±/.∫

目fl.日ユ"叶u俄.',!!.('蝣i:wvォr-JTがもいため. ・け'ォ・ノ川こ蛙

も良くインフラント治軸に過している.などV)利JJえが

あり.ヅり・.jジ. M郎能瀧術とfe/lレで大きな避脚はU)
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(和文抄録)

今回われわれは、永久齢の先天性欠如牌に対して.桶iF.治療と歯科インプラント治療をOf一用し.良好

な経過が得られた4例を柾験したので報侍する。

症例1:13歳.女性。初診:2002年10IU　同年日月より幽料簡正治癖を間始した.3年後(17歳時)

に息先天性欠損に対しインプラントを搬入した。また3年2ケ月後に可盲先天性欠抱に対しインプラン

トを搬入したO

症例2:13歳、女性。初紗:2000年3月.同年′3月より幽科鯛止的癖を開始した。 3年2ケ月後(16

歳時)に血先天性欠脱に対しインプラントをFP.人した。

症例3:8歳、女性。初診:1990年6月.同年11月より胸科矯正治癖引1舶由した。 16年後(24歳時)

にri先天性欠椀に対しインプラントを哩入した。

症例4:23歳、女性。初診:2004年4月.同年5月より歯科鳩止的癖を剛始したD l年8ケ月後(26

威時)にr5-先天性欠抱に対しインプラントを埋大した.

ft-i論: ・lこ久脚w'>¥己蝣*f|:.*:4iiに対すtt rニ・-)->ント的雌は、 '1り・ソ　　mwwミ.沌fflとS./uで大きな油川Il

股の-つになり榊るものである。

Keywords:永久牌先天性欠IM、幽料インプラント.綱IT.治鵬
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